
 

＊＊＊ 高い精神性に支えられた文明の証明 

 

このたびの東日本大震災により亡くなられた方々のご冥福をお祈りします。また、被

災された方々にお見舞い申し上げますとともに、一日も早く復旧・復興がなりますようお

祈りいたします。 

 

さて、前回、「水の循環を守った文明」と題して、稲作文化に根差す日本人の高い精

神性の由来をたどった。 

その直後に日本民俗が遭遇した未曾有の大震災・津波は、多くの犠牲者・行方不明

者・被災者をもたらすこととなったが、一方では期せずして全世界に日本人の高い精神

性を示すことになった。発災直後から、寄せられた海外からの声には、 

・  最大級の規模の地震災にもかかわらず、災害に対する心構え・知恵が浸透して

いるためか犠牲者がある程度にとどまっている（2004年に発生したスマトラ島沖地

震の死者は 20万人とも言われている。）。 

・  このような極限状態にあっても、被災者は整然と行動し、わずかな飲み物食べ物

を分かち合いながら忍耐強く日々を送ってる。 

というものが多い。 

前回、「今世紀は水の世紀でもあり、食料、エネルギーなどとともに地球上の限られた

資源のなかですべての生き物の共存が求められることになる。」と記したが、被災者を

はじめ多くの日本人が、今このことを体験・実感しているのであり、そのなかにあっても、

ガソリンスタンドや救援物資の配布場所で、じっと列を作って順番を待つ姿など、高い

精神性に支えられた日本人の行動は、外国人には驚異に映っている様子が伝わってく

る。そして、それこそが日本は必ず復興すると確信される源となっているのであり、多く

の国々からの支援につながっていると考えられる。 

これから本格的にはじまる復旧・復興への取り組み。被災者に寄り添い、ともに思いを

分かちながら歩み、自分には何ができるのかを問い、国民一人一人が果たすべき役割

を果たしていくことこそ、高い精神性に支えられた文明の証明となるのではないだろうか。

本当の正念場を迎えるにあたり、長い道程（みちのり）となるであろうが、相携えて歩ん

でいきたいと思う。 

 

ここに、2011年3月31日付、日経「私の履歴書」に載った、建築家安藤忠雄氏の最終

稿「日本」を添付した。そこには日本の未来を創造していく上で考えさせられる視点が

記されている。氏がいう“日本人が起こした 2度の奇跡”のキッカケとこのたびの災害は

概ね 70 年周期で訪れており、また、その際には、北海道の役割が注目され、この国の

課題解決に貢献してきた歴史がある。このたびもまた、国民一人一人が役割をそれぞ

れ果たすとともに、加えて、北海道には他にはない様々な機能を発揮して復旧・復興に

貢献していくことが期待されているのである。 

20110405 ＭＳ生 

 



 

2011年（平成 23年）3月 31日 日本経済新聞 朝刊 

 


